
DEWS2005 2C-i9

ニュース映像のシーン順序に基づくBlog検索

北山 大輔† 角谷 和俊††

†姫路工業大学環境人間学部 〒 670-0092兵庫県姫路市新在家本町 1丁目 1-12

††兵庫県立大学環境人間学部 〒 670-0092兵庫県姫路市新在家本町 1丁目 1-12

E-mail: †na01a066@stshse.u-hyogo.ac.jp,††sumiya@shse.u-hyogo.ac.jp

あらまし ニュース映像には，いくつかのシーンが含まれ，ニュースの構成要素となっている．ユーザはこれらの

シーンに基づき，そのニュースの概要を理解することが可能である．しかし，シーンの出現の順序によって，ユーザ

のニュースに対する評価が変化する場合がある．すなわち，一つのニュースに対して，複数の評価が存在することが

考えられる．本研究では，ニュース映像サイトにおいて，シーン順序を自動構成する環境を想定し，シーンの出現パ

ターンによる評価の差異を利用し，その評価と同じ Blog記事を抽出する方式を提案する．本稿では，シーン順序に基

づくニュースの評価手法について述べ，ニュース映像と Blog記事を用いた情報融合環境について議論する．
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Abstract News video stream consists of several scenes. Users can realize news outline by viewing some scenes. However

it sometimes happens that they change the news evaluation by scene order. In other words, we consider that one news video

has many evaluations. We propose a method to extract Blog entries that have same evaluations using the difference of evalu-

ations by news sequence. In this paper, we describe the method of news evaluation based news scene order. We also discuss

information integrated environments using Blog and news video stream.
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1. は じ め に

映像メディアによるニュースは重要な情報源となっている．

近年，ニュース映像は TV のみならず FNN-NEWS.COM [1]な

どのインターネット上のニュースサイト [2]～[4] でも配信され

るようになってきた．しかしながらその利用は，従来の映像メ

ディアと同じ方法で展開されている．従来の映像メディアでは

時系列的に作成者の意図したとおりの見方しかすることができ

ないが，意見の対立や立場の違いなど複数評価を持つニュース

映像では，シーンの構成順序によって，映像から受ける評価の

印象が変化すると考えられる．例えば，「鯨肉の給食が再開され

る」という捕鯨問題に関するニュースがあるとする．前半シー

ンで，「おいしい」のように歓迎的な意見が述べられていても，

後半シーンに「今の日本に鯨を食べる習慣は無い」といった否

定的な意見の内容があれば，あまり歓迎されていない印象を受

ける．反対に，前半で否定されていても後半で歓迎の意見があ

れば歓迎されている印象を受ける．このようにシーン順序が異

なると，ユーザが受ける評価の印象に違いが生じると考えら

れる．

一方，一人の書き手の物でしかなかった Webページだが，

Blog，BBSといった複数の書き手が意見を交換できる環境が

整ってきた．その中の一つで書き手が積極的に意見を書き，そ

の意見に対して批評を行なうことができる Blogが広まってき

ている．Blogの中にはニュースの事柄に対して評価を行なっ

ているものも少なくない．複数評価に分かれるようなものは，

Blogで議論が交わされることがあり，同じトピックであっても

議論の肯定・否定の割合が異なる Blogがある．

ニュース映像では，時間的な制約から各々の評価に対して十



図 1 評価抽出に基づく Blog検索の概念図

分な解説がなされないことが多い．そこでニュース映像のシー

ン順序によりニュースの評価の割合を抽出し，その評価割合に

合う Blogを検索する手法を提案する．ニュース映像から得ら

れた評価割合と合う Blog記事を得ることで，映像ニュースで

は不足している様々な角度からの評価を得ることができる．

以下，本稿の構成を示す．まず 2節では本研究の概要と関連

研究について説明する．3節ではシーン順序による評価の抽出

方法について説明する．4節では評価を用いた Blog検索につい

て説明する．5節では作成したプロトタイプシステムについて

説明し，評価実験とその考察を行なう．最後に 6節でまとめと

今後の課題について述べる．

2. 本研究の概要と関連研究

2. 1 本研究の概要

本研究では，ニュース映像のシーン順序によりニュースの評

価の割合を抽出し，その評価割合に合う Blogを検索する手法

を提案する．図 1は本手法の概念図を示す．本手法の特徴は以

下のとおりである．それぞれ図 1の上部と下部に該当する．

• ニュースの取りうる評価を自動で抽出する．

ニュースのシーン順序により，ニュースの取りうる評価が変

化すると考え，シーン順序の生成とそのシーン順序に基づく評

価の抽出を行なう．シーン順序生成は順序変化により影響を与

えやすいシーンを抽出し，自動で順序を生成する．生成された

順序毎に対象語・評価表現の重要度計算を行ない，ニュースの

評価として対象語と評価割合を抽出する．

• 評価に基づく Blogの提示を行なう．

Blogに評価が含まれる場合，同一トピックに対する Blogで

あってもさまざまな評価を行なっていると考え，キーワードに

よる検索の後，評価表現の重要度算出を行ない，評価割合に

よってクラスタリングし，評価割合ごとに提示する．

上記の 2つにより，ニュース中のトピックについて評価を行

なっている Blogをニュース中の評価割合に基づき検索を行な

うことが出来る．本手法によりユーザはニュースを見ることで，

そのトピックについての様々な評価を得ることが出来る．

2. 2 関 連 研 究

maら [5] や Henzingerら [6] は映像の音声テキストを用いて

自動で検索質問を作成し，Webより情報を取得する手法を提案

している．音声テキストから検索質問のキーワードを抽出し検

索を行なうという点で本研究と類似しているが，ニュース映像

中の評価に基づき，Blogの検索を行なうという点で目的が異

なる．

若林ら [7] は個人の嗜好と評判情報を用いて商品購入予定者

に最適な評判情報を提示する手法を提案している．購入経験者

の嗜好の偏りと購入予定者の嗜好の偏りのマッチングを行ない，

該当する評判情報を提示することで，ユーザにとって有益な情

報を提示することができる．評価をマッチングし情報を提示す

るという点が同じであるが，対象が商品情報ではなくニュース

映像中のトピックである点と，ユーザに対象に対する多面的な

見方を提示することを目的とする点で異なる．

奥村ら [8] は blogWatcherという Blog検索に特化したシステ

ムを構築している．blogWatcherでは，Blog検索以外に，キー

ワードの burst度，ホットキーワードの表示，評判情報検索の機

能を有している．このうち，評判情報検索は入力キーワードに

関する評判情報を Blogから検索して提示するという部分が本

研究の Blog検索と似ているが，Blog中における議論の肯定・

否定の割合に着目し，評価割合の一致により検索を行なってい

る点で異なる．

Kumuarら [10] はハイパーリンクによる Blog群のつながり

を blogspaceと定義し，Blogコミュニティの抽出を行ない，コ

ミュニティの進化に関する研究を行なっている．Gruhlら [11]

はマクロな視点，ミクロな視点からのトピック伝達の特徴づけ

を行ない，議論が行なわれている Blogと外部的要因により発

生する Blogにより Blogにおける情報伝播のモデル化を行なっ

ている．ただしこれらの研究は，情報の伝播に着目したもので

あり Blog中のトピックに対する評価を扱うものではない．

Blog 検索に関する先行研究として，竹原ら [12] や中島

ら [13], [14] の研究が挙げられる．いずれも Webページの信

頼性を算出する手法として Blogを用いており，評価に基づく

Blog検索を行なう本研究とは，手法も目的も異なる．また，是

津ら [15]の研究が挙げられるが，コンテンツそのものを対象と

した閲覧のための手法であり，本研究とは対象が異なる．

評価表現の抽出および評価判別に関する研究として，藤村

ら [16]～[18] や鈴木ら [19]，立石ら [20] の研究があげられる．

本研究では，評価表現辞書の作成に関して，キーワードベース

で評価の判別を行なう立石らのアプローチを参考にした．

2. 3 予 備 実 験

2. 3. 1 シーン順序による評価の生成

報道各局により同一トピックのニュースであっても，その評

価が異なる場合が存在する．例えば，郵政民営化のニュースに

ついて，TBSでは小泉総理が苦言を呈するシーンを最後に用

い，自民党からは不満の声が出ているというように否定寄りに

ニュースを構成している．一方，FNNでは小泉総理の苦言シー

ンを前半部に用い，自民党に関しては内容を協議するといった

表現にとどめている．

TBSのニュースのシーン順序を入れ替えて，FNNのニュー

スと類似したシーン順序を作ることで，FNNに近い評価を生成



図 2 予 備 実 験

することが可能であるかどうかの予備実験を行なった．手順は

以下の通りである．

1. FNNのニュース映像におけるシーンの評価付けを行なう．

2. TBSのニュース映像におけるシーンの評価付けを行なう．

3. TBSのニュース映像に含まれるシーンの全組み合わせを

自動生成する．

4. 自動生成されたシーン順序から手作業で FNNと近いシー

ン順序のものを抽出する．

2. 3. 2 結果と考察

上記の実験に挙げた例では，TBSのシーンを入れ替えるこ

とで FNNに近い評価を生成することができることを確認した．

図 2に実験の様子を示した．図中の文章は各シーンの概要，文

書の右にある記号は P が肯定シーン，N が否定シーン，−が
評価のないシーンを示している．FNNでは結論となる最後の

部分に肯定シーンが連続し，肯定的な印象を受ける順序となっ

ている．そのため，TBSでは肯定シーンを結論にあたる最後に

し，肯定の印象を強めるために否定シーンを最初とする順序が

もっとも FNNに近い印象と考えられる（注1）．以上より，シーン

順序を入れ替えることで他の局のニュースの評価の印象に近い

順序を作り出せることを確認した．

3. シーン順序による評価の抽出

3. 1 シーンの分割と操作

ニュース映像のシーン分割には，時間による分割，話題の区

切れによる分割，画面切り替えによる分割など，さまざまな方

法があるが，本稿では画像処理や音声認識などを用いて分割す

る．音声の無音区間を軸とし，その周辺に映像の切り替えが存

在するならば，その無音区間をシーンの切れ目として扱う．な

お，シーンの操作に関してはユーザが自由に行なうことも考え

られるが，本稿ではシステムが自動で順序生成を行なう．

（注1）：3 節で提案する評価割合の算出方法で計算を行なったところ，ほぼ同様

の値が得られた．

図 3 評価を考慮した組み合わせの削減

3. 2 評 価 表 現

評価表現を判別するために評価表現辞書を作成した．辞書に

は “歓迎”，“批判” のような肯定もしくは否定の意味を含む単語

を肯定・否定という情報とともに登録している．また，株価の

“上昇”，“下落” など，一見事実であるように見えるが，評価と

も取れるものは評価表現として辞書に登録している．この辞書

に基づいて評価の肯定・否定の判別を行なった．また，評価の

補助表現として “ない” のように評価表現と組み合わさることで

評価が反転するような単語も登録している．評価表現の近傍に

補助表現が存在する場合は簡易な言語処理により評価の肯定・

否定を反転させている．なお，疑問文中に出現する評価表現に

は評価の意図はないと考えられるが，今回は考慮していない．

3. 3 組み合わせ数の削減

シーン順序生成を自動で行なう場合，総当りで行なうと組み

合わせ数が多くなるという問題がある．シーン数の多い映像で

は，膨大な計算を必要とするため，シーン操作の組み合わせ数

を適切に削減する方法が必要となる．

シーンの肯定，否定という評価に基づいて組み合わせの削減

を行なう（注2）．シーン si について，シーン中に含まれる評価表

現 eij をシーン内の出現順により重要度算出を行なう．算出さ

れた肯定重要度と否定重要度を減算することによってシーン評

価値 S eval(si)を決定する．式中の Ei はシーン内の評価表現

出現数である．

S eval(si) = pos(eij ) − neg(eij ) (1)

pos(eij ) =

Ei∑
j=1

(e−(Ei−j+1)) (2)

neg(eij ) =

Ei∑
j=1

(e−(Ei−j+1)) (3)

なお， pos(eij )では eij が肯定である場合のみ重要度の算出を

行ない， neg(eij )では否定の場合のみ重要度の算出を行なう．

S eval(si)が正の値をとればシーン評価を肯定，負の値をとれ

ば否定とする．評価表現の含まれないシーンの場合 S eval(si)

がゼロとなる．そのような場合にはシーン評価を評価無しと

した．

まず，シーン評価の否定，肯定，評価無しの 3要素から作ら

（注2）：評価表現のカテゴリ，評価表現の指し示す対象に関しては本稿では考慮

しない．



図 4 対象語の重要度の算出

れうるすべての組み合わせを作成する．その後シーン評価が同

じものに関して，評価値の絶対値が大きいものほど後のシーン

とすることで組み合わせの削減を行なう．評価値が大きいシー

ンを後ろとするのは，評価に影響を与えやすくするためであ

る．逆に言うと，評価に影響を与えないような組み合わせの削

減を行なっている．評価無しのシーンに関しては順序は基とな

るニュース映像のシーン順序とした．総当りであればシーン数

の階乗個生成される組み合わせを，この手法によりシーン数の

階乗を肯定シーンの階乗，否定シーンの階乗，評価無しシーン

の階乗の 3つを乗算した値で除算した数の組み合わせに削減す

ることが出来る．

肯定シーン P が 2つ，否定シーン N が 2つ，評価無しの

シーン −が 1つの時の例を図 3に示した．各シーンの評価値

の大小関係は P1 > P2 ， N1 > N2 である．この例では，総当

りの組み合わせが 120組生成されるのに対し，30組に削減で

きる．

3. 4 ニュースのトピックに対する評価

3. 4. 1 対象語の抽出

対象語とは，評価の対象となるトピックを表す名詞である．

ただし，名詞のうち対象となりえない品詞，例えば代名詞など

は除く．ニュース映像においては，シーン順序が先の方ほど重

要であり，シーン内でも先に出現するキーワードが対象語とし

て重要であるといえる．また，ニュース内で複数回出現するよ

うなキーワードも対象語として重要といえる．そのため，シー

ン順序が先であるほど重要さが上がり，シーン内での出現順が

先であるほど重要さが上がるような関数を用いて抽出を行なう．

図 4に算出の手順を示す．

シーン中の名詞 oij について，シーン順重要度とキーワード

出現順重要度を乗算し，重要度 obj(oij )を算出する．同一キー

ワードに関しては，同一キーワード同士の値を足し合わせたも

のを対象語の重要度とする．式中の iはシーン順序， j はシー

ン内の出現順であり S はシーン数である．

obj(oij ) =
S − i + 1

S
× e−j (4)

名詞に関しては茶筌 [21] による形態素解析を用いて抽出を行

なう．対象語の重要度とは，そのニュース映像内で評価対象と

図 5 評価表現の重要度の算出

して扱われうる候補となるかどうかを表す値で，大きければ

ニュース映像内で評価の対象となっている可能性が高い．この

対象語の重要度計算を各シーン順序毎に行なうことで各シーン

順序の対象語 O を抽出する．対象語 O は，各シーン順序の重

要度上位の名詞の集合である．

3. 4. 2 評価割合の算出

本節では，評価表現の抽出方法について述べる．評価とは，

評価の対象を表す対象語とその評価内容を表す評価表現の組み

合わせである．

評価表現は対象語とは異なり，ニュース映像内での出現順序

が後であるような評価表現ほどユーザに対して強い印象を与え

るという特徴がある．例えば「環境保護団体は鯨保護のために

捕鯨に反対する」と「環境保護団体が捕鯨に反対なのは鯨保護

の精神からである」であれば，前者のほうが反対という印象が

強いといえる．そのため，シーン順序が後であるほど重要さが

上がり，ニュース映像内のすべてのキーワードの中での評価表

現の出現位置が後であるほど重要さが上がるような関数を用い

て重要度の算出を行なう．

ニュース映像中の評価表現 eij について，出現シーン順と

ニュース映像内出現順を用いて重要度 eval(eij ) を算出する．

評価表現は対象語とは違い，同一キーワードでも評価が反転す

る場合が考えられるため，同一キーワードの足し合わせを行な

わない．図 5に算出の手順を示す．式中の iはシーン順， j は

ニュース内の評価表現の出現順， S はシーン数， E はニュー

ス映像内の評価表現の総数である．

eval(eij ) =
i

S
× j

E
(5)

評価表現に関しては評価表現辞書を用いて抽出を行なう．評

価表現の重要度とは，そのニュース映像内でいかにユーザに印

象を与えるかどうかを表す値で，大きければニュース映像内で

ユーザにその評価の印象を与えている可能性が高い．出現する

すべての評価表現中，肯定表現の重要度を足し合わせた値を

Pvideo ，同じく否定表現の重要度を足し合わせた値を Nvideo

とし，以下の式でシーン順序の評価割合 V ratioを算出する．

V ratio =
Pvideo − Nvideo

Pvideo + Nvideo
(6)
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Pvideo =
∑

eval(eij ) (7)

Nvideo =
∑

eval(eij ) (8)

なお，Pvideo では eij が肯定の場合に算出を行ない，Nvideo で

は否定の場合に算出を行なう．評価割合の取りうる値は −1か

ら 1の間であり， −1に近いほど否定寄り， 1に近いほど肯定

寄りなシーン順序の組み合わせとする．

4. 評価を用いた Blog検索

4. 1 Blog検索の目的

通常の Blog検索では，検索キーワードが Blogのエントリ中

に含まれているような Blogを探し出して提示する．ニュース

映像の対象とその評価を議論する Blogを検索するには従来の

キーワードベースの手法では限界がある．

評価を用いた Blog検索の目的とするところは，ニュース映像

から抽出された評価対象について，抽出されうる評価の偏り具

合を表しているような Blogを結果として提示することにある．

例えば，捕鯨のニュースに関して，捕鯨の給食について否定寄

りの印象を受けるシーン順であれば，取得される Blogは，エ

ントリで捕鯨給食について扱っており，かつコメント・トラッ

クバックを含めた議論が否定寄りで展開されていることが望ま

しい．

Blogはエントリタイトル，エントリ，コメント，トラック

バックから構成されることとし，それぞれを区別して扱う．検

索は，対象語を用いてエントリタイトル，エントリに対して行

なう．これは，コメント中にのみ対象語が現れる Blogはその

トピックについて扱っていないと考えられるからである．Blog

の評価割合を算出する際には，エントリ，コメント，トラック

バックの評価表現の重要度より算出を行なう．別の Blogであ

るトラックバック先からも評価を抽出しているのは，コメント

と同様にエントリから派生した評価と考えられるからである．

4. 2 Blogに含まれる評価表現の重要度

本節では，Blogに含まれる評価表現の重要度について述べ

る．Blogでは文章を構成するときに文章の後半に自分の意見を

述べることが多いため，書き手の意見として文書の後半の表現

ほど重要であるといえる．そのため，エントリ，個々のコメン

図 7 システム構成図

ト，トラックバックに対して評価表現辞書を用いて評価表現の

抽出を行ない，文章中の出現順序が後の方であるほど重要さが

上がるような関数を用いてエントリ，個々のコメント，トラッ

クバックに含まれる評価表現の重要度の算出を行なう．式中の

B は算出対象となるエントリ，個々のコメント，トラックバッ

クに含まれる評価表現の個数である．

blog(ei) = e−(B−i+1) (9)

Blog中の評価表現の重要度は書き手の意見らしさを表してお

り，重要度の高い評価表現ほど書き手の意見といえる．

4. 3 Blogの検索

映像より抽出された対象語 O と評価割合 V ratioを用いて

検索を行なう．Blog検索エンジンに対し，対象語を検索キー

ワードとして検索を行なう．得られた Blog集合中，エントリタ

イトルおよびエントリ中に対象語が現れているものを対象 Blog

集合とする．個別の対象 Blog中のエントリ，コメント，トラッ

クバックより評価表現を抽出し，重要度により評価表現の割合

を算出する．Blog中の肯定表現の重要度を足し合わせた値を

Pblog ，否定表現の重要度を足し合わせた値を Nblog とし以下

の式で Blogの評価割合 B ratioを算出する．

B ratio =
Pblog − Nblog

Pblog + Nblog
(10)

Pblog =
∑

blog(ei) (11)

Nblog =
∑

blog(ei) (12)

シーン順序の評価割合と対象 Blogの評価割合を比較し，割合

の近いものを抽出し提示する．これをシーン順序により抽出さ

れる評価割合すべてに対して行なう．この結果，あるニュース

の映像のシーンの組み合わせから自動的に生成されたいくつか

の評価割合に基づき，対応する Blogが抽出される．

5. プロトタイプシステム

5. 1 システム構成

プロトタイプシステムは大きく分けてシーン順序生成部，評

価抽出部，Blog検索部の 3つからなる．図 7にシステム構成を
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示した．

シーン順序生成部，評価抽出部によりニュース中の対象語と

取りうる評価割合の抽出を行なう（注3）．Blog検索部において，

取得した Blog中の評価割合をクラスタリングし，ユーザへの

提示を行なっている（注4）．なお，シーン分割部分を実装してい

ないため，シーンの分割結果はは映像分割，音声分割ともに他

のシステムにより分割し，その結果を用いて人手で生成したも

のを使用している．分割の方法は以下のとおりである．

• 無音区間の前後 1秒に映像による区切れがあればシーン

の区切れとする（注5）．

• 一つの映像による区切れが複数の無音区間の前後 1秒に

含まれる場合は，もっとも近い無音区間をシーンの区切

れとする．

5. 2 実 装 環 境

プロトタイプで用いたニュース映像は FNN-NEWS.COM，

TBS NEWS iなどの映像ニュースサイトより取得した実際の

ニュース映像であり，Blogの情報は gooブログ [22]の検索を用

いて取得した実際の Blog記事である．ニュース映像のシーン

組み合わせの生成および対象語，評価表現の重要度計算，Blog

記事の評価割合の計算部分には Visual Studio.NETの C#を用い

た．ニュース映像の音声テキストおよび Blog記事中の単語抽出

には茶筌による形態素解析を用い抽出した．評価表現の抽出に

は，人手により作成した評価表現辞書を用いている．実験に用

いたマシンは OS:WindowsXP Home/ CPU:Celeron 2.53GHz/メ

モリ:512MBである．

5. 3 ユーザインタフェース

図 8は実際のプロトタイプの画面である．画面左上の部分で

ニュース映像を視聴することが出来る．システムはニュースの

シーンの音声テキストを用いて，対象語と評価割合を抽出，対

（注3）：「ない」などの評価補助語による評価の反転は最大で一回のみとし，肯

定＋二重否定という場合には対応していない．

（注4）：Blog中のトラックバックは利用していない．

（注5）：自動検出の無音区間の前後 1 秒というのは音声と映像のずれの誤差を考

慮したためである．

象語により Blog検索エンジンに問い合わせ，検索結果の Blog

の評価割合を計算する．以降ユーザが評価の知りたい対象語を

選択すれば，その対象に関する Blogを検索結果として提示す

る．また，ニュース映像から抽出された評価割合を選択するこ

とで，ニュースの評価割合と Blogの評価割合を比較し，割合

の近いものを検索結果としてユーザに提示する．

5. 4 システム処理の流れ

シーン順序生成部の処理の流れは以下の通りである．

1. ユーザにより映像ファイルが選択される．

2. 映像ファイルを基にあらかじめ作成しておいた各シーン

の音声テキストをシステムが読み込む．

3. 音声テキストを形態素解析により単語に分割する．

4. 形態素解析結果より名詞と出現順を抽出し対象語を得る．

同じく評価表現も出現順と共に抽出する．

5. 評価表現に関し出現順に基づく重要度の算出を行なう．

6. 算出結果を用いシーンの否定肯定評価を決定する．

7. 肯定，否定，評価無しそれぞれのシーン数を元にシーン

の組み合わせを生成する．

8. 否定・肯定より生成された組み合わせにシーン評価値を

基にシーンの順序を生成する．

　評価抽出部の処理の流れは以下の通りである．

1. 対象語にシーン順序を付与し，重要度の計算を行なう．

2. 対象語の重要度上位 3個をそのシーン順序の対象語と

する．

3. 評価表現にニュース内出現順を付与し，重要度の算出を

行なう．

4. 評価表現の否定・肯定ごとに重要度を足し合わせ評価割

合を算出する．

　 Blog検索部の処理の流れは以下の通りである．

1. 抽出された対象語を検索キーワードとして，gooブログ

により AND 条件で検索を行ない結果上位 100件までを

取得する．

2. 取得した Blog中より HTML 解析により，エントリとコ

メントのみを抽出する．

3. エントリ，コメント中より評価表現を抽出し，重要度の

算出を行なう．

4. 重要度の算出結果を用いて，否定・肯定の重要度を足し

合わせ，評価割合の算出を行なう．

5. シーン順序の評価割合と Blogの評価割合を比較し，割

合の近いものを 5件程度ユーザに提示する．

シーン順序生成部により生成されたシーン順すべてに対して

評価抽出部を実行し，抽出された対象語の組み合わせすべてに

対し検索を行なう．

5. 5 評 価 実 験

5. 5. 1 実 験 方 法

対象語抽出に関する評価をするため，出現頻度により抽出

されたキーワードとの検索結果の比較実験を行なった．評価実



図 9 評価実験のデータ

験に用いたデータを図 9に示す．右側は各シーンの文頭とそ

のシーンの評価であり，左下部は対象語により生成されたキー

ワードの組み合わせ，左上部は頻出度合いの上位となったキー

ワードである．実験の際に用いた Blogデータは，ニュースの

前後 1週間の gooブログの検索結果を取得したものである．

対象語による質問は，シーン順により出現する対象語上位 3

位を用いて生成し， AND 条件で検索する．シーン順序は複数

生成されるので，そのすべてに関して質問を生成し，適合率を

計算する．頻出単語による質問は，頻出度順上位 3位までの

キーワードから作られる組み合わせすべてにより生成し，その

組み合わせごとに AND 条件で検索を行なう．また，それぞれ

の組み合わせに対して適合率を計算する．なお，頻出度順第 3

位に複数のキーワードが存在する場合，そのすべてを用いて組

み合わせを生成する．

全体集合，正解集合を共通とし，全体集合は対象語から生成

される質問に含まれるキーワード，頻出単語による抽出で出現

するキーワードのすべてを OR条件で検索した結果とする．正

解集合の異なる 2つの実験を行なった．

(実験 1)正解集合を全体集合より手作業で抽出した「対象と

したニュースのトピックについて触れている」ような

Blogの集合とした実験．

(実験 2)正解集合を全体集合より手作業で抽出した「対象と

したニュースのトピックについて何らかの評価を行なっ

ている」ような Blogの集合とした実験．実験 2の集合

は，実験 1の集合に完全に含まれる．

この 2つの実験の適合率を比較して評価を行なう．実験の手

順を以下に記す．

1. 頻出単語および対象語の抽出を行なう．

2. gooブログより頻出単語，対象語一つ一つに対して検索

を行ない一週間以内のものを取得し全体集合とする．

3. 手作業により実験 1，2の正解集合を作成する．

4. それぞれのキーワード組を AND 条件で検索をかけ，結

果を取得する．

5. 検索結果と正解集合より，適合率の計算を行なう．

5. 5. 2 結果と考察

実験データとして，NHK会長が番組改変問題の不祥事につい

て謝罪と説明を行なうニュースを用いた．ニュースの内容より，

表 1 評価実験の適合率

実験 1 実験 2

対象語 適合率 0.875 0.542

頻出単語 適合率 0.221 0.097

正解集合を番組改変問題に触れている Blogとして実験を行なっ

た．対象語にのみ現れたキーワードは “NHK”，“企画”，“一連”，

頻出単語として抽出されたものは “説明’，’“事前”，“会長”，双

方に共通して現れたキーワードは “橋本”“民主党”“編集” という

キーワードであった．対象語として 7組の質問が生成され，頻

出単語からは 20組を生成した．そのうち検索結果が得られた

ものは，対象語では 4組，頻出単語では 11組であった．実験

として，検索結果の返ってきた組み合わせを比較した．表 1は

実験 1，2における対象語，頻出単語それぞれの適合率の平均

値である．以下に考察を述べる．

• 頻出単語との比較を行なうと，全体的に対象語の方が高

い値をとっていることがわかる．頻出単語では，検索の解に正

解を含まない組み合わせが多数存在するのに対し，対象語では

検索の解に正解を含まない解がなかった．このことより対象語

は正解に対し，的確に質問を生成していると考えられる．

• 実験 1の結果と実験 2の結果の比較を行なうと，頻出単

語では値が大幅に減少するのに対し，対象語では頻出単語ほど

の減少は見られない．実験 1と実験 2の違いは，正解中に評価

を含むかどうかである．このことより，頻出単語により抽出さ

れた解は評価をあまり含まないのに対し，対象語により抽出さ

れた解には評価を含む解が多いことが考えられる．

• 検索結果の Blogの内容についての比較を行なうと，頻

出単語ではニュースそのものを扱った Blogが多く見られた．今

回の実験では NHK 会長が番組改変問題の不祥事について謝罪

と説明を行なうニュースについて書かれた Blogである．共通

して出現した Blogは番組改変問題に関与した議院について触

れているような，間接的にニュースに関わる Blogが見られた．

対象語ではメディアのあり方を述べているような Blogが見ら

れた．このことより，対象語による検索では番組改変問題とい

うトピックを抽出できていると考えられる．対象語による検索

は，そのニュースそのものについても抽出できると考えられる

が，今回の実験では抽出が行なえなかった．これは，対象語に

よるキーワードの組み合わせに強い共起関係となるものが含ま

れにくいのに対し，頻出単語の共起関係にある単語が同時に上

位に来る可能性が高いことが考えられる．今回の実験では，“橋

本” と “会長” が強い共起関係にあるため，この組み合わせが用

いられた検索では，頻出単語の方がトピックの特定としてふさ

わしいと考えられる．

• 検索結果数が極端に少ない結果となった．原因としては，

ニュース中に使われる単語を利用した検索質問となるため，検

索キーワードが Blog中で使われるキーワードと異なっている

場合や，そもそもニュース中に必要なキーワードが出現してい

ないという可能性が考えられる．今回の実験では正解集合中に

よく出現する，“問題”，“改変” といったキーワードがニュース

中に現れていない．そのため，そのような単語を含む質問を生



成できていないことが原因の一つだと考えられる．また “番組”

といった重要であると考えられるキーワードがニュース中に含

まれていたが，キーワード出現順が中ごろであり，重要度が高

くならないため抽出されなかった．ニュースとしては対象語と

して重要でないが，トピックとして重要と考えられるキーワー

ドの抽出が行なえないことは今後の課題である．

6. ま と め

本稿では，ニュース映像の評価と Blogの評価の統合方式と

して，ニュース映像のシーン順序により評価対象とその評価の

抽出を行ない，その評価に基づく Blog検索の提案を行なった．

まず，対象語を定義し，プロトタイプの作成および評価実験を

行なった．評価実験の結果として，対象語はニュースそのもの

ではなくそのニュースのトピックを指し示すことができ，その

トピックについて評価を含むような Blog検索に対して有効で

あることを確認した．

今後の課題としては，対象語で検索を行なう際，ニュース

に出現するキーワードと Blogに出現するキーワードの違い，

ニュースに含まれないがトピックとして重要なキーワードの抽

出，評価を考慮した検索質問生成が挙げられる．またシーンの

区切れの抽出がうまく行なえない場合には本方式が有効に働

かないこと，シーン分割の自動化を実装し分割から検索まで行

なえるシステムを構築すること，評価割合に関する評価実験方

式の検討，現在別々に扱っている対象語と評価表現の対応付け

の方式が挙げられる．さらに今回ニュース映像から評価の近い

Blogを検索するという提案を行なったが，Blogからニュース

映像を検索するという環境も考えられる．これらを検討するこ

とも今後の課題である．
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